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日本人選手の素晴ら 強するのかと聞くと、彼女はこう答えました。『あの
しい頑張りに連日感動 ね、私、お母さんにお勉強を教えているの。』その
を覚えたリオ五輪。体 子のお母さんは小さい頃家が貧しく満足に学校
操、水泳、卓球、男子 に通うことができなかったということでした。（中略）そ
400 ㍍ﾘﾚｰなど団体戦 の子が一生懸命勉強していたのは、自分が良い

で多くのメダルを獲得した日本。個人戦では悔しい思 成績を取るためではなく、お母さんに勉強を教える
いをしながらも団体戦では一層の力を発揮する選手 ためだったのです。」
達の姿。これぞ日本という気がしました。永松茂久氏 自分一人が成功するための頑張りよりも、誰かの
著「感動の条件」という本にこのような文節があります。 ために頑張る力はものすごく大きくなる。そしてその
「ある小学校で成績がずっと一番の子がいました。その 成功によって得ることのできる
子は家が裕福でなかったため塾に通うことはできません 幸福感は何倍にもなる。
でした。（中略）その子の担任は、彼女が成績が良い 選手達は共に闘う仲間はも
のは家に帰って一生懸命勉強しているからだと思って ちろん、家族や応援してくれる
いました。ある日その子が放課後、どうしても分からない 人たち、日本のために頑張っ
ことがあると聞いてきたとき、何故そんなに一生懸命勉 てくれたのでしょう。

京友禅職人さん達のすご技を目の は控えめな感じの飛び柄小紋くら
当たりにした三代目。「こんな仕事 いにと思っていたところになんと、
は絶対日本人にしかできない」と感 蒔糊友禅作家の伊藤英美先
動する反面、後継者がいないことに 三代目は、せっかくの会だからとオリ 生が現れた。企画の内容を知っ
寂しさを感じたようです。むしろ、この ジナルの着物と帯を創ると張り切 た先生が「三代目のために私が
若さで呉服屋の三代目として頑張 り、自分で構想を提案し、創って 創りましょう」となり、なんと出来上
っていることに職人さん達の方から 頂 く こ とに 。塩 がったのは訪
激励され、とても親切に教えてもらい 瀬名古屋帯は 問着。思いも
「頑張って本物の京友禅を売らな 誕生花の中か よらない出費
ければ」と闘志を燃やすのでした。 ら 「 純 粋 、 無 に頭を痛め
そして企画した京の職人展。職人さ 垢」という花言 る私たちを尻
ん達のすご技を少しでも多くの方に 葉が気に入り、 目に「何回も
伝えたいと考え、およそ 30 本の京友 鉄砲百合を描 着たい」とは
禅塩瀬名古屋帯をこの会のために いていただきまし しゃぐ三代目
創っていただきました。 た。さて、着物 なのでした。

山梨県富士河口 最近「三代目
湖。 2009 年度版 の ブ ロ グ を 見
ミシュラン観光ガイド た」 と言って訪

で３つ星に選ばれた久保田一竹美術館。室町時代一世 ねてくださるお客様が増えてきました。しかし、残
を風靡した「辻が花染め」の小裂に 20 歳の時に出会い、 念なことにそのお客様は創り手側の方々。イン
その研究に心血を注ぐ。戦争、終戦、シベリア抑留を経る クジェットのプリント物を扱う呉服店が多くなり、
過酷な日々にもその情熱を絶やさず、 60 歳にしてようやく 本格的な友禅を扱う小売店も高齢化し、若
「一竹辻が花」を完成。複雑な染織工程を経て創り出さ い世代が本格的な着物を扱うというお店が減

れる着物は唯一無二。フラン っているのだそうです。ゆうきでは、お客様から求
ス芸術文化勲章シェヴァリエ められる期待に応えたいという
章を受賞するなど欧米でも最 一心で日本の職人が創る着
大の評価を受けながら、国内 物にこだわっています。業界の
では以外にその名は知られて 中ではそういったことが伝わるよ
いません。少々遠くではあります うで「良いお客様をお持ちです
が、是非一度その作品をご覧 ね」と言われることは大変光栄
いただきたいと思います。 なことです。


